祖先 以来の 習慣に 対して、 何の 不調和 も 感じる 事 はな 

ヽ o 

レ 

彼 は 自分に 負わされた 責任に 対して、 従順 以外の 何 

物 を も 持たなかった ので ある。 

けれども、 不仕合わせに、 ィ レン 力 トムに は 一人 も 

子供がなかった。 

心配しながら 家婦も 死んで、 たった 独りで、 相当 

な 年に 成った 彼 は、 そろそろ 気が 揉め 出した。 祖先 か 

たからもの 

ら 伝わった 財産 を、 自分の 代で めちゃめちゃに でも 

しょうものなら、 詫びる 言葉 もない 不面目で ある。 

自分が いざ 死のうと いうと きに、 曾祖父、 祖父、 父 



火花の 散る ような 蹄の 音と、 巻き 上る 塵の 渦巻の 上 

に 飛んで 行く 騒音の 集団の 真中に、 豊坊は 得意の 絶頂 

で 飛んで 来る。 来る！ 来る！ 来る！！ 〔# 「！！」 

は 横 1 文字、 1-8-75〕 そして 一 瞬の 間に ィ レン カト 

ムの 目前 を 通つ てし まった。 

咽せ そうな 塵埃の 雲 を 透して、 なお も 飛んで 行く 豊 

坊の、 小さい 帽子に 向って、 ィ レン 力 トム は 思わず、 

「ゥッ ゥッ— ッ ！」 

と 声 を 出しながら 拳 を 握って 四股 を 踏んだ。 それから、 

溶けそう な 眼 をして、 ソロ ソロと 長い 髭 を 撫で 下した。 

斯様に して、 当分の 間はィ レン 力 トム も、 仕合わせ 



れと 云う。 主人の 方 も、 ィ レン 力 トムが いるから、 雑 

作な く 貸して やる。 

すると、 その 金で 早速、 金の 彫刻の ついた 指環 を 買つ 

て 来て、 獲った 者に は それ を 遣ろうと、 女達の 真中に 

投げ込む。 

ころが 

そして、 キヤ アキ ャァ 云いながら、 引搔 いたり、 転 

し 合って 奪い合う 様子 を、 例の 横目で 眺めながら、 

ざま 

「何たら 態 だ！ 馬鹿野郎、 そんなに 欲しい か、 ハハ 

ヽ ヽヽヽ 一 

ノノノ ノレ 

と、 さも 心 持よ さそう に 哄笑す る。 

これが 彼で ある。 もう i( 棟 樹で頭 をた でて もらった 



た 妻の ペケ レ マット (照り 輝く 女と いう 意味) である。 

死ぬ ときまで、 子供の ない こと を 歎きながら 死んだ ぺ 

ケレ マット …… 彼 は 何だか 彼女と 豊 との 間に は、 きつ 

と 何 か 自分の 力で 知る ことの 出来ない 関係が あるよう 

に 思われて 来る。 

若しかすると、 豊は 彼女から 生れる はずで あつたの 

を 早く 死んだ ばかりで、 他の 女の 腹 を 借りて 自分の 処 

へ 来る ように 成った ので は あるまい か。 

彼に はどうしても、 ペケ レ マットの 臨終の 願望に 

よって、 豊は 自分に 来たらし く 思われる。 そして、 生 

きている 自分と、 霊に 成った ペケ レ マットとの 愛晴 が、 



こういう 心 持 を 持って いる ィ レン 力 トム は、 豊に就 

て、 真面目に 苦しみ、 案じて いる、 その 苦痛、 その 愛 

情 を 謡わずに はいられない 心 持 を も、 また 持って いた。 

唯った 一人で、 広い 耕地に 働いて いるよう なと き… 

o 

あ-こ）' 

四辺に は、 何の 音 もしない。 ヒ ッソリ としたう ちに、 

サクッ サクッ と 土 を 掘り返す 音、 微かに 泥の 崩れる 音、 

鍬の 調子に 連れて 出る 息の 音 等が、 動く に 従って 彼の 

体の 囲り に 小さく 響く ばかりで ある。 

静かな もんじ やな あ、 と 彼 は 思う。 

そして、 何と はなし、 物 暖かし いような 6 持に なつ 



て 首 を あげ、 あちらこちら を 見廻しながら 額 を 拭く。 

拭きながら 見上げる と、 高い 高い 空 は、 ちょうど 真 

中頃に 飾 物の ように 美く しい 太陽 〔# 「プ」 は 小 書き 

半濁点 付き 片仮名 フ、 1-6-88〕 を 転しながら、 まるで 

るリ ビンド 口 

瑠璃色の 硝子の ように 澄んで いる。 眼をシ パシパ させ 

ながら、 なお 見る と、 ようやく 眼の 届く ような 処に 鳶 

が 三 羽 飛んで いる。 

紙 か 何 かで 栴 えた 玩具の 鳶を、 天の 奥に 住んで いる 

神様の 子供が 振り 廻して でもい るよう に、 ク— ル リク 

ルリと 舞って いる。 

まあ 

際どい 処で擦 違ったり、 追い越し たりしながら、 円 



るく まある く 飛んで いる。 

上ったり ：：： 下ったり ：：•• 右へ 行ったり ：：： 左 へ 

行ったり …… 

面白い もの だな あと 思って いるう ちに、 二つの 瞳 か 

ら 入った 律動が、 だんだんと 彼の 胸 を、 想い を 揺り動 

かして 来る。 

つぶやき 

そして、 知らない うちに 囁き は 眩 になり、 眩 は 謡 

となって ィ レン 力 トムの 唇に は、 燃え 出した 霊の 華が、 

^爛と 咲き 始める ので ある。 

抑えられない 感興の 波に 乗り、 眼 を 瞑り 手を拍 つて 

我 も 人 もな く 大気の 下に 謡う とき、 ィ レン 力 トムよ！ 



しょうべ え あにし 

「商売 だて、 数多 ある むん、 何 仕る だ？」 

「俺ら、 知らね えよ。 出来る ものう 仕る だろう さ！ 

何しろ 俺 あ 行ぐ ときめた だから」 

「 …… 」 

「 …… 」 

「俺 あ、 金 あねえ」 

「無 えつこと ある もんで、 お 父。 僅とば つかし 大豆な 

お ぐる わ-つばら え 

んか 生やしと く よら、 この 周囲の 畑 売つ 払ったら、 好 

えで ねえけ え、 

無え なんて こと、 ある もんで！」 

豊は、 炉の 中に 自暴の ように 唾 を はいた。 



「売つ 払う だてお 父の こった むん、 また、 父親に すま 

ねす まねで、 ォ、 ァラ、 エホ ッ、 コ バン、 だから (心底 

から 売りたくない) 俺 あ 売って くれべ え。 

ふんだら、 祖父 だてお 父 を 引 叱らし ねえ。 

な、 よろしと、 そうすべ えと！」 

息子の 大胆な 宣言に、 動顚し たィ レン 力 トムが 可い 

とも 悪い とも 云う 間 を あらせず、 豊は 外へ 飛び出した。 

口ば かりで なく、 彼 はもう ほんと に 今、 父親の 手で 

耕して いる 家の 周囲、 二 町 半ば かりの 畑地 を 売る 決心 

をして しま つ ていた。 

彼 はもう 三月 も 前から、 その 畑 を 売れば 八 九 百 円の 



金 は 黙って いても 入る から、 それ を 持って 或る 女と 一 

緒に T 港に 行って、 暮 してやろう という 目算 を 立てて 

いたので ある。 

東京へ 行く つもりで も 何でもない。 けれども、 それ 

だけの 畑地 を、 握って はなさない 親父の 手から※ ぎ 取 

る 理由に、 僅かの 強味 を 加える ために、 ただ ちょっと 

距離 を 遠くした という だけの ことなの である。 

豊の心 持で 見れば、 T 港へ 行った 処で、 どうせ 永い 

こと そこで 辛 棒して 身 を 堅めようと いうので もな い。 

もうかな リ 永い 間 同じ 狭苦しい 町で、 同じような 人 

間の 顔ば かり 見て、 同じような 道楽 をして 見たところ 



めん ご 

が 大切で ある。 が 仕方がない。 「可愛い 豊」 のために 

なら、 彼 は それ も 忍んだろう。 しかし！ 彼が 東京 等 

へ 行く こと だけ は、 そり や あ 決して ならぬ！ 決して 

ならぬ！ 

自分 は、 もうこん なに 年を取つ ている。 いつ 死ぬ か 

解らない。 その 死 目に でも 会えないで、 彼に 譲るべき 

物 を、 あらいざらい、 どこの 馬の骨 だか 解らない 和 人 

〔# 「ム」 は 小 書き 片仮名 ム、 1-6-89〕 達に ごち やま か 

されたら、 一体 どう 仕様と いうの だ。 東京へ だけ は 

行って くれるな！ 

豊が、 こんなにして、 生きて いるう ちから、 彼の 土 



が あるかと は 考えない ので ある。 

ィ レン 力 トム は、 泥棒 だの 人殺しの 巣の ような 処に 

思える 東京 へ 息子 を 遣る くらいなら、 も つ と 早い うち 

に 自分が 死んで でもいた 方が、 どんなに 仕合わせで 

あ つたろう とさえ 思う。 

彼 は 夜 も おちおちと は 眠らずに、 家の 守 神 を 始め 天 

地の 神々 に fl り を 捧げ、 新ら しい イナ ォ (木 幣) を捧 

げて、 息子の 霊に 乗り移った 悪魔が あったら、 追い出 

して 下さる こと を 願った ので ある。 



けれども、 豊 はとうとう ィ レン 力 トム を 負かし、 或 

は 悪戯者の 悪魔が 禱リに 勝って、 彼 は 総ての 点に おい 

て 成功して しまった。 

地所 も 売り、 その 代金 全部 を 自分の 懐に 入れ、 それ 

を 鳴らしながら、 彼の 理想 通りの 出立 をした ので ある。 

ィ レン 力 トム は、 涙 を こぼしながら、 息子が 行ける 

処 まで 行って 見ようと 云って 出掛けた 報知 を 受取る と、 

直ぐ、 昔から 親切に 家畜 や 地所の ことで 世話 をしても 

ら つ ている 山 本さん と いう 家へ 出かけた。 

そして、 S 山の 方へ 引 込みたい から、 どうぞ そのよ 



うに 取 計って 下さいと 云った。 

S 山と 云う の は、 ずう つと 海岸に 近い 処で、 彼 は そ 

こに も 土地 を 持って いたので ある。 

山 本さん の 息子 や、 宿って いる 学校の 先生 等 は、 た 

だで さえ 淋しい のに あんな 処へ 独りぼっちで 引 籠って 

は 良くない と 云って 止める にも拘らず、 ィ レン 力 トム 

は、 是非そう して 下さいと 云って 聞かない。 

そこで 終に、 今までの 家 は 貸家に して、 S 山に 新ら 

しい 小屋 を 建てる ことにな つたので ある。 

すっかり 昔の アイヌ 振りで 痏 えた 小屋の、 北と 東 は 

雑木の 山 続きで、 東側 は 十六 七 丁 先き の 方で、 美く し 



く 海に 突き出た Y 岬に なり、 西に は 人家へ 降る 小山 や 

また、 他の 遠い 山々 の 裾に 連って いた。 

そして、 南側に は 彼の 飲料水 を 供給す る 澄んだ 小 流 

れが、 ササ ササ、 サササ ザと 走って いる。 その他に は 

せきばく 

何もない。 この 寂寞のう ちに、 四方 を 茅で 囲った 新ら 

しい 小屋が、 いかにも 可愛い 巣の ように、 ィ レン 力 ト 

ムと、 二 代 目の 黒と を 迎え入れ たので ある。 

彼 は、 思い付く 毎に 小屋の 戸口に 立って は、 足跡で 

踏み 堅めた 小道の 方 を 眺める。 また 或ると き は、 彼方 

の 小山に 昇って、 遠く 下 を 通って いる 往還 を 眺める。 

沢山の 荷馬が 通る こと も ある。 



けれども、 ィ レン 力 トム は 待って いた。 そして、 出 

た 者 は 必ず 戻って 来る こと を 信じて いる。 いつ 戻って 

来る か？ それ は 解らない。 それ だから、 彼 は 絶えず、 

待ち、 望んで いたので ある。 

T 港で、 豊の姿 を 見掛けた という 噂 だけ を 聞いて、 

ィ レン 力 トムの 小屋 は、 雪に 降り 埋められる 時候と 

なった。 

平常で さえ 余り 楽で ない 路を、 雪に 閉 されて はどう 

する こと も 出来ない。 

全く 人間界から 隔離され てし まった 彼 は、 二十日に 

一度、 一月に 一 度と、 味噌 や 塩の 買 出しに 降りる とき 



窓 の 隙間 か ら 蒼白く ホ— ッと 差し 込む 雪明りに 照ら 

される 陰気な 小屋のう ちで、 彼 は 死んだ ような 厳めし 

い 静寂と、 次第に 募って 来る 身の 置処 のない 苦し さに 

圧迫され、 強迫され て、 頭 はだん だんと 埋 由の 解ら な 

い 興奮 状態に 陥って 来る。 

小屋の 中 じゅう、 どこへ 行っても、 何もの かが 満ち 

1 曼 つていて、 自分 を 拒絶したり、 抵抗した りする よう 

な 心 持の する ィ レン 力 トム は、 じっと 一 つ 処に落 付い 

て はいられない。 

知らず知らず、 ブッ ブッと 口小言 を 云いながら、 あ 

ちら こちらと 歩き 廻る。 



念で ある。 

暗い 夜に 外 を 歩く と、 化物に 出会って、 逃げる 間 も 

なく 殺される ぞと 云われ 云われした 彼 は、 今 もな お、 

囲い 一 重 外の 夜、 闇に 対して、 深い 恐怖と 神秘と を 抱 

いている。 

その 遺伝 的な 恐怖が 湧き上る と、 彼 は 居堪れ ない よ 

うに 成って、 神々 に 禱りを あげる。 

一 生 懸命に 謡 を 歌う。 犬に ふざける。 そして、 暁の 

薄明り が 差し 始める と、 ようよう 疲れ切った 眠りに 入 

るので ある。 

斯様に、 S 山で 余り 寂しす ぎる 一 冬 を 送った 彼 は、 



ずう つと 沖合いから 押し寄せて 来る ガス は、 海岸へ 

来る と 二手に 分れる。 

一方 は、 そのまま Y 岬へ 登って 馳け、 他の 一方 はず 

うかい はな 

うつと 迂回して、 Y 岬と は 向い合った L 崎の 端から 動 

き 出す。 

そして、 その 二流 はちょう ど S 山の 上で 落ち合って 

ずう つと 奥へ 流れ 去る。 これ は、 平地 を 抱えて 海まで 

延びて いる 山の 地勢の、 当然な 結果で は あるの だけれ 

ども、 その 潮路に 当る ところ は 堪らない。 

下の 部落に そんなに ひどくな いとき でも、 山々 を 流 

れて 行く 霧 は、 灰色に 濃く かたまって 音の しそうな 勢 



アイヌ 語 や 日本語で、 だんだん はっきりと 意味の 聞 

きとれ る 言葉 を 喋る。 

それ も、 決して、 行儀よ く 話す ので はない。 どこか 

ずう つと Y 岬の 先の 方から、 風と 一緒に 喋りながら、 

やって来る。 そして、 小屋の 周囲 を馳け 廻ったり、 小 

屋の中 を 跳び 廻ったり しながら、 ィ レン 力 トムの r 胆 

の 焼ける」 ような こと を、 罵ったり、 揶揄ったり、 茶 

化したり する ので ある。 

魚 を 焼いて いると、 魚が 食べたい とね だる。 来 を 煮 

ると、 それ を 呉れと 云う。 

そして、 始めに は、 夕方 だけ 来た ものが、 追々 朝 か 



ら 付き まとって、 夜 眠ろうと でもす ると、 寝させまい 

しめ 

として、 途方もない いたずら をす る。 喉 を X に掛 つた 

り、 息 もっけな いように ロを閉 いだり して、 牝 りつけ 

れ ばちよ つと 遠の いて、 また 始める。 

そんなに されながら も、 ィ レン 力 トム は、 ただ 声と 

気合いだ け を 相手に して、 怒ったり、 怒鳴った りする 

だけな ので ある。 

理窟 を 云って 追い払おう とすれば、 なかなか 負けず 

にやり 返す。 

こうな つて は、 彼 もどう かしないで はいられない。 

一生懸命 になって、 聞いた だけの 昔話の 中から、 声ば 



姿 を 隠した 声ば かりで、 人のと ころへ 訪ねて 行った 

リ したと いう こと も 同じ だし、 自分の 父親の 友達 だつ 

た 者の 名 や、 役人の 名 等 を 覚えて、 それに 就て いう 処 

を 見れば、 どうしても 古いと きから いる 者 だとい うこ 

とが 分る。 

それに、 ああ やって 風に 乗って 飛んで 来る ような こ 

と は、 決して 体の 大きな 者 共に 出来る 芸当で はない。 

まして、 Y 岬の 近所に、 元コ ロポッ クルが 棲んで い 

たという 穴居の 跡が 在る の を 知っている ィ レン 力 トム 

は、 自分の その 判断が、 決して 理由の ない ことで はな 

く 思われる。 



来なかった ので ある。 

ところが、 或る 朝早く、 彼が 炉で麦 を 炊いて いると、 

例の 通り、 遠くの 遠くの 方から、 シ ュッ、 シュヮ ー、 

シ ュッ、 シュヮ ー というよ うな 響と 共に、 

コ ロボック ル、 コ ロボック ル 

コ ロボック ル、 アナ クネ、 トウ ママ、 タック ネップ 

〔# 「プ」 は 小 書き 半濁点 付き 片仮名 フ、 1-6-88〕 ネ 

と唱 いながら、 ひどく 沢山の コロ ポッ クルが 風に 乗つ 

て 飛んで 来た。 

(コ ロボック ル云々 というの は、 コ ロボック ル とい 

う 者 は 腰が 短 かい、 という 意味で あるそう だ。) 



そして、 いつも 通り 男 や 女の 声が、 煩く 喋り 始めた。 

が 平常の ように、 悪口 や 口真似ではなくて、 今、 Y 岬 

へ義 経の 船が 沢山 攻めて 来たから、 早く 出掛けて 攻め 

返して やれ、 と 云う ので ある。 

義 経が 攻めて 来た？ 

そんな ことが 有る もの か！ と 彼が 云い 返す。 

しょうこ 

すると、 コ ロボック ルは、 それなら、 論より 証挙だ 

から、 海岸まで 出て 見たら、 好い じゃあな いかと 云う。 

そこで 成程と 思った ィ レン 力 トム は、 仕舞って 置い 

た 弓矢 を 持って、 ドシ ドシと Y 岬へ 馳け 付けた。 

道 もない ような 林 や 叢 を、 息せ き 切って 馳 ける ィレ 



ンカ トムの 頭の 上で は、 勿論 コロ ポッ クルが、 しきり 

に 何とか かと か 云い 続けて いるので ある。 

Y 岬まで 出て 見る と、 成程、 ほんと に それらし い 物 

が 見える。 

薄す りと 靄の 掛 つた 海の 磯 近くに、 五六 艘の 船が ズ 

ラリと 並んで、 人の 立ち騒ぐ 様子 さえ 見える の だから 

ィ レン 力 トム も、 これ はそう に違いないと 思い定めた _ 

そして、 飛鳥の ように 岬の 端の 端の、 もう 一足で 海 

へ 陥りそう な処 まで 出る と、 弦 を 鳴らしながら、 大声 

を 張り上げて、 呪 を 浴せ 掛け 始めた。 

自分 達の 昔の 祖先の 宝庫から、 書物 や 書く 物 を 盗み 



がった。 

昔 は、 屈強な 若者で、 自分の 手から 逃げる 獣 はない 

とまで 云われた 自分が、 小人 風情に 侮られて、 惨めな 

ざま 

態 を 見られなければ ならない こと は、 彼に とってい か 

ほどの 苦痛で あつたか 分らない。 

二人に 送られて 家に 帰った ィ レン 力 トム は、 神聖な 

ィ ナオ (木 幣) の 祭場 所に 永い 祈念 を 捧げた。 

こんな こと さえあった ので、 ィ レン 力 トムの コロ 

ポッ クル は 誰知らぬ 者の ない ほど 有名に な つ てし ま つ 

た。 

なかには、 親切に、 魔 祓いのお 守 やら、 草の根、 樹 



の 皮な ど を 持って来て くれる 者 も ある。 何 鳥の 骸骨が 

わざわざ 

いいそう だと 云って、 故意 獲って 来て くれる 人 も ある 

皆が 心配して、 いろいろ として 自分に 近寄って くれ 

る こと は 決して 厭で はない。 が、 何 かが その後に 隠れ 

ていそうで、 ィ レン 力 トム は 心が 穏やかでなかった。 

ちょうど、 豊の いないと きに、 こんなに 成った の を 

好い 幸に、 何 か 狙って いるので は あるまい かと 思う。 

また 実際、 十 人が 十 人まで 真心からの 親切 だけで あ 

るか どうか は 疑問な の だから、 彼の 心配 も 決して 根の 

ない ことではなかった ので ある。 

シ サム 

特に、 一 番 近所に 住んで いる 或る 和 人 〔# 「ム」 は 



小 書き 片仮名 ム、 1-6-89〕 の 態度に 対して、 彼 は 非常な 

不安と 警戒と を 感じる 必要が あ つ た。 

一 日に 幾度 かの 見舞いと、 慰めの 言葉の 代償と して、 

彼の 土地 を 貸して 欲しい という こと を、 山 本さん に 

云って 行った の を 知った ィ レン 力 トム は、 つくづく 浅 

間し い 心 持が した。 

うと 

自分 も 他人 も 疎ましい。 何にも かに もが、 彼に は 重 

荷に なって 来た。 

けれども …… 。 どんな ことが 起ろうと も、 手から 手 

たからもの 

へ 遺して 行くべき 祖先 代々 の 財物 を、 豊が 帰る まで 

は 守って いなければ ならない、 という それだけが、 彼 
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